
令和 5(2023)年度 事業報告書 
 
1. 事業の成果 
  (1)子どもの権利条約の推進及び、子どもの諸活動に関する支援事業 
 
【ふくいチャイルドライン事業】 
18 歳までの子どもがかける子ども専用電話『ふくいチャイルドライン』は 16 時〜21 時毎
週火曜日(今年度月曜日から変更)の福井ライン(年末年始などはお休み)と第 2 第 4 水曜日
の奥越ライン(冬季はお休み)を開設しています。今年度開設曜日を変更することで、電話が
かかってくる地域や子どもたちの話す内容が変わることに驚くこともありましたが、年間
通して全日開設することができました。 
毎月 1 回開催している継続研修では、障がいを持つ子どもたちへの関わり方やオンライン
チャット電話、事例検討や意見交換など受け手の皆さんとの学びの場を共有することがで
きました。受け手養成講座では子ども基本法や子どもアドボカシー、少年犯罪等の講演のほ
か自己理解ワークショップを実施し受け手として自己を見つめる機会となり、結果 11 名の
新規受け手登録につながりました。 
今年度も県内全域の小中学校、高等学校、特別支援学校に 83,254 枚のチャイルドラインカ
ードとポスターを 307 枚配布しました。 
新たな取り組みとしては、嶺南ライン開設に向けて動き始めています。 
 
【みんなのあそび事業】 
自然体験活動では小学生を対象に秋(⾬のため美⼭公⺠館にて)に落ち葉などを使ってクラ
フトを楽しんだり、冬の森で散策を楽しみました。 
 
おはなしぷくぷく(人形劇サークル)は、今年度は 10 日間 7 カ所のこども園や支援学校、公
⺠館で公演をしました。 
 
おもしろフェスタ in サンドーム福井にて子ども縁日を開催しました。2 日間で 500 人を超
える子どもたちとスマートボールや千本引き、工作などを楽しみました。 
 
プレーパークでは夏と秋に開催。夏には地域の子ども会育成会と一般社団法人日本おもろ
スポーツ連盟と共催し、学校の校庭で水遊びを楽しみました。秋はプレーワーカーの髙橋利
道氏をお招きし、悪天候でしたが⾬だからこそ楽しめることを探しながら、地域の公園で楽
しみました。 
 
 



【木田児童クラブサポート事業】 
木田児童クラブ、第 2 木田児童クラブ運営委員会の委託を受け、『行事企画に関するサポー
ト』『支援員の教育に関するサポート』『保護者へのサポート及び苦情に関する事』この 3 つ
の柱を基本に運営業務をサポートしました。 
 
【表現ひろば事業】 
2022 年度に始まった中高生劇団、劇団【プラム】では新メンバー10 名を迎えてスタートし
ました。演劇ワークショップで表現することを楽しみながら、３月の公演に向かって作品を
仕上げていきました。今年度は台本を自分たちで書くところから始まりました。演出、衣裳
小道具大道具も自分たちで行い、本番は音響照明は劇団【プラム】OG、OB の助けもあり
２００名を超える観客の前で堂々と演じ切りました。 
 
中高生対象に音響、照明など裏方の技術を学ぶ裏方ワークショップを開催しました。３０名
の定員を超える応募があり、参加者の中高生は裏方で支える人がいてこその舞台公演なの
だと、新しい気づきがあったようです。 
 
この活動を理解して、子どもと関われる大人を増やしていくために大人対象の演劇ワーク
ショップも開催しました。 
 
(2)子どもと文化に関する活動の交流、サポート及び人材育成事業 
 
【子どもアドボカシー】 
子どもアドボカシーとは、子どもの声を聴いて子どもの声や思いがそのまわりにいる人や
社会に届くように支援することを言います。国連子どもの権利条約第 12 条に明記されてい
る意見表明権に関わる事業として 2023 年度から子どもアドボカシー事業を開始しました。 
2024 年 1 月から 2 月にかけてアドボカシー学会と共催でアドボケイト養成講座を初めて実
施しました。 
全 10 回のオンライン講座には北陸を中心に全国から 30 名の申し込みがありました。 
 
(3)文化事業の企画、調査並びに文化事業に対する協力及び連携事業 
 
【子どもと文化企画】 
毎年県内の学校や公⺠館、子ども関係団体など様々なニーズに応えて舞台や人形劇、子ども
の遊びを企画紹介しています。また、子どもたちを対象に劇観賞会を主催したり他団体と共
催で開催もしています。4 年ぶりに福井市幼児演劇鑑賞教室も開催され、演劇作品を紹介し
ました。 



 
 
(4)出版及び広報事業 
 
広報誌『こども channel』を 2 回(各 2000 部)発行し、子ども NPO センターの支援者、子ど
も関係団体、教育機関、公共施設などに送付しました。ホームページや X、Facebook、
YouTube、公式 LINE でも情報を発信しています。また今年度から Instagram も開始しまし
た。 
 
(5)行政、各分野 NPO との連携およびネットワークづくり事業 
 
※子ども関係団体との連携 
※行政関連委員会 
  ・福井県福祉のまちづくり推進協議会(県障害福祉課) 
  ・福井県立美術館運営協議会 
  ・福井市行政改革推進委員会 
  ・地域福祉活動推進会議 
  ・社会福祉法人 福井県共同募金会評議委員会 
  ・福井県障害者差別解消支援協議会 


